
 

 

１．科目名（単位数） 日本語教授法Ⅰ （2単位） 

３．科目番号 EIJP2353 

２．授業担当教員 松浦 康世  

４．授業形態 講義・演習・討論・発表 ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
「日本語教育概論」を履修済みであることが望ましい 

７．講義概要 

 日本語教育に携わる際、まず心がけなければならないことは、日本語を知ること、それをわかりやすく

説明する技術が必要となる。 

 この講義では、日本語そのものについて学習し、それらがどんな特徴を持っているのかなど、日本語教

育に必要な基礎知識を修得し、日本語教育を志す受講者の教授法における基礎力の育成を目指す。 

８．学習目標 

１．日本語教師にとって、日本語はどのような言語かについて学び、日本語の言語的な成り立ちや他の言

語との関わりについて理解し、説明できるようにする。 

２．日本語の音声・文法・文字・語彙などについて、日本語教師として現場での指導実践に役立てること

ができる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

１．毎回の授業で配布されるワークシートを完成させ、次の授業時に提出する。（4点×10回） 

２．期末レポート：授業で取り上げた初級文法の項目の中から一つ選び、教案を作成する。（20点） 

３．教案をクラスで発表する。（10点） 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】授業内でプリントを配布する。 

【参考書】原沢伊都夫『考えて、解いて、学ぶ日本語教育の文法』スリーエーネットワーク、2010 

     高見沢孟『はじめての日本語教育１』アスク、1996 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

１．日本語教師の仕事について理解できたか。 

２．日本語教師として、現場での指導実践に役立てるような活動ができたか。 

○評定の方法 

[授業への出席、日常の受講態度、レポート等を総合して評価する。 

１ 授業への出席・受講態度       総合点の３０％ 

２ 期末試験（レポート）        総合点の３０％ 

３ 課題・発表             総合点の４０％ 

なお、本学規定により、3/4以上の出席が確認できない場合は単位の修得を認めない。 

12．受講生への 

メッセージ 

日本語教育の視点から日本語文法を学び、授業に応用できるよう練習する。日本語を世界の言語の一つと

して客観的に捉え、どうしたら日本語が効果的に教えられるのかを学習者の身になって考えてほしい。 

13．オフィスアワー 初回の授業で周知する。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 オリエンテーション（学習の進め方、課題、評価方法） 
事前学習 シラバスを読み、講座の概要を理解する。 

事後学習 時間割に沿って学習計画を立てる。 

第２回 仮名と発音の指導 
事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第３回 日本語文法の基礎（品詞、文型、活用） 
事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第４回 名詞文の導入と練習 
事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第５回 形容詞文の導入と練習 
事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第６回 動詞のグループ分け、活用形 
事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第７回 
自動詞、他動詞 

最終レポート課題（教案作成）の説明 

事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第８回 
動詞文の導入と練習１ 

（て形、ない形、普通形、た形） 

事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第９回 
動詞文の導入と練習２ 

（意向形、命令形、可能動詞） 

事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第１０回 
動詞文の導入と練習３ 

（受身形、使役形、授受表現） 

事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第１１回 
動詞文の導入と練習４ 

（使役受身、敬語） 

事前学習 初級教科書の該当ページに目を通しておく。 

事後学習 ワークシートを完成させる。 

第１２回 教案の完成、提出 
事前学習 教案を作成する。 

事後学習 指定された期日までに教案を提出する。 

第１３回 教案発表、意見交換、講評 
事前学習 教案発表の準備をする。 

事後学習 アドバイスを受けて教案を修正する。 



 

 

第１４回 教案発表、意見交換、講評 
事前学習 教案発表の準備をする。 

事後学習 アドバイスを受けて教案を修正する。 

第１５回 まとめ、教案の再提出、アンケート 
事前学習 学習項目を見直し、疑問点を整理する。 

事後学習 今後の学習計画を立てる。 

 


